
こうあっじよ

こうあっじようききかんし々 高圧蒸気後関車 (英) high 

preBsure steam locomotive 熱効率を十分に高めるため，蒸

気圧力をおおむね 60kg/cm' 以上とした蒸気繊関車。火室を控

でつないだ普通の椛造のポイラでは圧力 25kg/cm' くらいが限

度である。圧力を 60kg/cm' 以上とするためにはボイラを水管

式にする必要があり ， 60kg/cm' という他は，この程皮の圧力

までが効率の上凋がし、ちじるしいことと，圧力をこれ以下に多

少下げても各部の桝造がそれほど簡単にできないということか

らである。高圧殴関車の 1 ， 2 の例をあげるとつぎのとおりであ

る。

シュミット ・ ヘンシェノレ (Schmidt Henschel ) 式高圧機関車

はイギリス ， フランス，カナダ，北米，スベインなどで突地に

使用されている。この式の特長は高圧ポイラと低圧ポイラを備

え，高圧ポイラはいわゆる Schmidt 式ポイラで，高圧胴は熱応

力をさけるため直接火炎または組射(ふくしベ?)に接しないよう

になっており，その中にコイル状の加熱管が設けられ，これは

燃焼蜜をかこむ水管と密閉回路をなしている。水管中に発生し

た蒸気がJJU熱管内を上昇し，間接的に高圧11同内の水に熱を与え

蒸気を発生するのである。高圧胴で発生した 60kg/cm ' の高圧

蒸気は 400 0 C に過熱され，高圧γ リンダへ導かれる。低圧ポイ

ラは 14 kg/cm ' で低圧蒸気は約 350 0 C に過熱されたのち， 高圧

シリンダの排気と混合してその湿りを回復させてから低圧シリ

ンダへ導かれる。排気は吐出口から燦突へ放出される。高圧ボ

イラへの給水は低圧ポイラのポイラ水を用いるから高圧ポイラ

のスケーノレ発生は防止される。また1J日熱回路は空白閉式てeあるか

らスケーノレの問題はない。本機関車は同等の能力を有する低圧

後~.llïにくらべて石炭を 38% ， ポイラ水を 20% 節約している

ど'\iペう。

ドイツのシュワルツコップ7 ・ レプラー (Schwarzkopf-Lö­

ffi. er) 式高圧括韓関車は 120kg/cm' の Lö ffi. er ポイラを備え， こ

れには Schm idt Hensch e l と問機 14kg/cm ' の低圧ポイ ラをも

っている。 蒸発f加工高圧ポイラ 7，000kg/h， 低圧ポイラ 5，200

kg/h で，ポイラ効率は 80% に上り，低圧憐関車にくらべて石

炭 42.5% ，水 43%を節約することができるといわれている。し

かし危険性， 保守の困難， 寿命などの点でt~及せず， わが国で

も採用しなかった。(高桑五六)

己うあつはいてんせつぴ高圧配電設備 発電所で発電され

た電気は 15 万 V ないし 6 万 V の電圧で送電線によって l 次変

電所に送られ， ここでさらに電圧を 6 万ないし 2 万V に下げら

れて 2 次変電所に送られる。

国鉄の変電所では， 電気は直流の 1 ，500V に変成されて列車

を運転する分と ， 交流のま ま電圧を 3，300V に下げられて，信号

の電源やm灯あるいは動力軽量械の電源として使用する分とにわ

けて考えられる。高圧配電設耐jj とはこれら 2 次変電所における

高圧配電用の変圧総から，負荷に低圧を供給する変圧2it までの

設備をいうのであって， 国鉄においては図ーl から図-3 のように

わけで考えられる。

図-1 の場合

A変電所と B変電所間は 3，300V の配電線路によって結ばれ

ている。配電線路は信号用の電波、となる信号高圧配電線路と電

灯動力用の電灯高圧配電線路がある。
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信号用の電気は

一刻の停電も許さ

れないので，ほか

からの事故による

店長響をさけるため

独立して設けられ

ているのであって，

単相交流が多い。

さらに信号高圧

はA変電所から常

時電気を送っている場合， A変電所が停電すれば自動的にB変

電所から電気が送られるような装置になっている。信号機の電

気はこの配電線路から分岐して線条変圧線と呼ばれる変圧線に

よって供給される。一方電灯高圧は動力用に使用されることと ，

負荷が大きいことの理由から 3 相交流が一般に使われる。信号

高圧に比較して電線の太さも太くなっているが，電圧は信号高

圧と同じ 3，300 V である。配電線路の途中からそれぞれ需要地

点には分岐線が出て，柱上または地上の変圧探をとおして負荷

に電気を供給している。これら高圧配電線路にtlì:気を供給する

ために，変電所には 300KVA から 3，000KVA 程度の配電用変

圧器がある。また配電線路を事故i待に区分したり，あるいは作

業をするときのために油入開閉採があって， A B聞を数区間に

わけられるようになっている。

図-2 の場合

AB変電所聞の配

電設備は凶ー1 の場

合と全く同織である。

大きな僻内のように

負荷が集中している
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2. 高圧毘電設備
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 御を容易にしている。配電室には一般に力率改善用のコソデン

サーを設備してあるのが普通である。

図-3 の場合 3. 高圧配電設備

ー箇所の負荷の集

中の傾向がますます

大きくなると ， 3,300 

V で受電し配電した

のでは電圧降下が大

き十ぎる湯合が生じ

てくる。
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このような場合に

は受電電圧を 6 万ま f 

たは 2 万の特高で受ける特高配電室がある。特高配電室では変

圧務によって 3，300V に電圧を下げて，付近の配電室または直

接負荷に電気を供給する。この特高配電室の設備はほとんど変

電所の高圧配電設備と同様である。

この他電力会社の 3，300V の電気を配電室で購入する場合や，

直接変圧穏に受電する場合があるが，設備としては同様である。




